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農
水
省
は
２５
年
度
補
正
予

算
で
「
生
乳
暑
熱
対
応
推
進

緊
急
対
策
」
を
実
施
す
る
。

近
年
の
酷
暑
・
猛
暑
の
影
響

に
よ
る
乳
牛
及
び
生
乳
生
産

量
へ
の
対
策
と
な
る
。

①
暑
熱
対
策
推
進
事
業

暑
熱
対
策
技
術
・
知
識
の

普
及
、
暑
熱
対
策
の
実
施
効

果
の
分
析
・
検
証
、
事
業
推

進
等
を
支
援
す
る
。

②
暑
熱
対
策
資
材
・
機
器

導
入
事
業

暑
熱
の
影
響
に
よ
る
個
体

乳
量
や
受
胎
率
の
低
下
を
防

止
す
る
た
め
、
乳
用
牛
の
飼

養
環
境
の
改
善
に
必
要
な
暑

熱
対
策
用
資
材
・
機
材
の
導

入
を
支
援
す
る
（
図
１
）。

補
助
対
象
機
材
は
、
畜
舎

の
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
も

の
、
牛
体
を
直
接
冷
や
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
（
補
助

率
：
１
／
２
以
内
）。

③
夏
季
受
精
卵
活
用
奨
励

事
業暑

熱
に
よ
り
受
胎
率
が
低

下
し
や
す
い
人
工
授
精
か
ら

比
較
的
高
い
受
胎
率
が
確
保

で
き
る
受
精
卵
移
植
に
転
換

す
る
取
組
を
支
援
す
る
（
図

２
）。

移
植
対
象
牛
は
、
自
ら
所

有
し
て
い
る
乳
用
牛
（
預
託

牛
・
未
経
産
牛
も
含
む
）。

対
象
期
間
は
２６
年
６
月
１
日

〜
９
月
３０
日
ま
で
に
行
わ
れ

た
受
精
卵
移
植
で
、
奨
励
金

は
移
植
対
象
牛
１
頭
当
た
り

２
回
が
上
限
と
な
る
（
奨
励

金
単
価
１
万
円
／
回
）。
今

回
は
黒
毛
和
種
の
受
精
卵
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
対

象
受
精
卵
は
①
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
、
②
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

と
和
牛
の
交
雑
種
の
受
精
卵

と
な
っ
て
い
る
（
注
意
点
は

６
面
へ
）。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
と
全

国
開
拓
振
興
協
会
は
３
月
１０

日
、
東
京
の
事
務
所
会
議
室

に
お
い
て
、
事
業
概
況
説
明

会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

会
員
等
２７
名
（
う
ち
Ｗ
ｅ
ｂ

出
席
３
名
）
が
参
加
し
た
。

《
全
日
本
開
拓
者
連
盟
》

菊
地
委
員
長
挨
拶
の
後
、

２５
年
度
運
動
報
告
、
２６
年
度

運
動
方
針
（
案
）・
主
要
業

務
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

２６
年
度
の
運
動
基
本
方
針

と
し
て
、
引
き
続
き
国
内
農

畜
産
業
を
守
る
こ
と
を
基
本

に
、
次
の
農
政
運
動
を
展
開

す
る
。

○
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安

定
対
策
と
生
産
基
盤
の
拡
充

・
強
化
運
動
○
生
産
原
価
を

踏
ま
え
た
国
産
農
畜
産
物
の

適
正
な
価
格
形
成
と
国
民
各

層
の
理
解
醸
成
運
動
○
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
か
ら
の
早

期
復
興
と
経
営
再
建
安
定
化

運
動
○
政
治
活
動
へ
の
支
援

運
動
○
開
拓
営
農
振
興
の
た

め
の
組
織
活
動
の
維
持
・
強

化
運
動
○
貿
易
協
定
発
効
等

に
係
る
対
応
運
動
。

ま
た
、
２６
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
案
は
図
の
通
り
。

《
全
国
開
拓
振
興
協
会
》

西
谷
会
長
挨
拶
の
後
、
２５

年
度
事
業
の
実
施
状
況
、
２６

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

２６
年
度
は
、
開
拓
中
央
３

団
体
共
催
に
よ
る
全
国
開
拓

代
表
者
大
会
が
、
１１
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
全
国
開
拓

青
年
・
女
性
研
修
会
と
、
同

協
会
の
講
演
会
事
業
も
合
同

で
開
催
す
る
。

開
拓
営
農
振
興
事
業
と
し

て
前
年
同
様
、
開
拓
営
農
に

取
り
組
む
開
拓
者
の
農
業
経

営
の
持
続
的
な
発
展
・
強
化

を
図
る
た
め
、
会
員
が
選
択

し
て
実
施
す
る
開
拓
営
農
支

援
対
策
、
開
拓
営
農
推
進
対

策
等
に
対
し
て
助
成
を
行

う
。調

査
・
研
究
事
業
と
し
て
、

開
拓
農
家
及
び
開
拓
組
織
の

歩
み
に
関
す
る
刊
行
物
や
資

料
を
収
集
、
整
理
・
保
管
し
、

一
般
に
公
開
す
る
。

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
は
、

九
州
管
内
系
統
食
肉
セ
ン
タ

ー
協
議
会
（
事
務
局
は
Ｊ
Ａ

全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
）
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
２
月
２６

日
、
工
場
の
視
察
研
修
会
を

開
催
し
た
。

同
協
議
会
は
、
九
州
・
沖

縄
地
域
の
食
肉
加
工
工
場
や

食
肉
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
研
修
に
は
管
内
か
ら
１９
名

が
参
加
し
た
。

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
の
新

工
場
が
再
稼
働
し
、
昨
年
７

月
か
ら
輸
出
を
再
開
し
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
今
回
の
研
修
の

視
察
先
と
し
て
選
ば
れ
た
。

視
察
当
日
は
、
工
場
概
要

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
工
場
内
を
見
学
（
と

場
・
カ
ッ
ト
室
、
係
留
所
等
）

し
た
。
そ
の
後
会
議
室
で
、

質
疑
・
応
答
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

現
在
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト

㈱
は
タ
イ
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
な
ど
に

牛
肉
を
輸
出
し
て
お
り
、
実

績
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

長
野
県
南
部
の
阿
智
村

は
、
０６
年
に
環
境
省
の
全
国

星
空
継
続
観
察
で
、「
星
の

観
察
に
適
し
て
い
た
場
所
」

の
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
標
高
１

４
０
０
ｍ
ま
で
登
り
、
周
り

の
照
明
が
消
さ
れ
る
と
、
無

数
の
星
が
間
近
に
見
え
る
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
が
あ
る
。

撮
影
技
術
が
未
熟
で
、
美

し
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
が
残

念
だ
が
、
実
際
に
は
満
天
の

星
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

山
地
の
開
拓
地
に
は
、

「
う
ち
の
方
が
綺
麗
だ
」と
い

う
星
空
も
あ
る
の
で
、
写
真

を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

阿
智
村
は
開
拓
地
も
多

く
、「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
」
が
開
館
し
て
お
り
、
開

拓
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟

全
国
開
拓
振
興
協
会

日本一に輝く満天の星空 長野県阿智村

事
業
概
況
説
明
会
を
開
催

●国内の自給率向上のため、農畜産業の経営安定対策と
生産基盤の拡充強化を実現させよう
●生産原価を踏まえた国産農畜産物の適正な価格形成と
国民各層の理解醸成に取り組もう
●将来に亘り、担い手が希望を持って再生産できる農業
環境を確立しよう
●開拓地から国内外の消費地へ、消費者ニーズに応えた
安全・安心で高品質な農畜産物を届け、消費拡大に取
り組もう
●自然災害・原発被害からの復興・再生を加速させ、早
期に経営の再建を成し遂げよう
●家畜伝染病・鳥獣被害から畜産・酪農を守ろう
●貿易協定の交渉結果を注視し、開拓営農を守り抜こう

２６年度スローガン（案）

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
工
場
で
見
学
会
開
催

受
精
卵
移
植
に
１
万
円
助
成\
回

地
域
の
食
肉
業
界
を
け
ん
引
す
る

生
乳
暑
熱
対
応
推
進
緊
急
対
策

熱心に説明を受ける参加者たち

・「食料・農業知っておきたい話」―１５３― （２面）
・全開連 総務責任者会議 （３面）
・関東地区開拓営農推進協議会研修会開催（４面）
・北海道チクレンの現場を学生らが取材 （５面）
・酪農家への直接支払いを提言 （６面）
・育成後期の粗飼料多給で第一胃発達 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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図　ホクレン乳牛市場の初妊牛平均価格の推移

☆
大
局
的
見
地
の
欠
如

農
業
・
酪
農
政
策
に
大
局

的
見
地
が
欠
如
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
人
口
が
中
国
を
抜

い
て
１５
億
人
に
近
づ
き
、
新

興
国
の
肉
や
乳
製
品
需
要
の

増
加
を
中
心
に
、
中
期
的
な

国
際
食
料
需
給
の
ひ
っ
迫
基

調
が
強
ま
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
気
候
変
動
や
紛
争
リ

ス
ク
の
高
ま
り
も
あ
り
、
輸

入
依
存
か
ら
の
脱
却
が
不
可

欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

食
料
自
給
率
が
低
い
と
い

う
こ
と
は
「
国
産
に
過
剰
は

存
在
し
な
い
」「
国
産
は
足
り

て
い
な
い
」の
だ
。だ
か
ら
、

加
速
し
て
い
る
農
家
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
ど
ん
ど

ん
増
産
し
て
輸
入
を
国
産
で

置
き
換
え
て
い
く
こ
と
が
原

則
に
な
る
。
コ
メ
も
酪
農
も

砂
糖
な
ど
も
、
生
産
抑
制
し

て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

重
箱
の
隅
を
楊
枝
で
ほ
じ

く
る
よ
う
な
需
給
調
整
に
、

時
間
と
労
力
と
お
金
を
か
け

て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
自

然
や
動
物
相
手
の
農
業
生
産

は
、
生
産
調
整
に
は
時
間
の

ず
れ
が
生
じ
る
。
需
要
も
正

確
に
は
推
定
で
き
な
い
。
そ

こ
に
労
力
を
か
け
て
増
産

だ
、
減
産
だ
、
と
指
示
し
て

も
チ
グ
ハ
グ
に
な
り
、
か
え

っ
て
過
剰
と
不
足
を
増
幅
し

て
し
ま
う
。

そ
れ
で
農
家
を
振
り
回

し
、
疲
弊
さ
せ
て
き
た
歴
史

に
終
止
符
を
打
つ
べ
き
だ
。

農
家
も
農
協
も
よ
く
頑
張
っ

て
き
た
が
、
も
う
十
分
だ
。

コ
メ
で
は
、
「
需
要
に
応

じ
た
生
産
」
を
食
糧
法
に
明

記
し
て
、
減
少
す
る
需
要
に

応
じ
た
「
生
産
の
目
安
」
を

示
す
か
ら
、
そ
れ
を
基
に
生

産
を
減
ら
せ
と
誘
導
し
た

り
、
無
駄
な
予
算
と
流
通
へ

の
迷
惑
を
か
け
て
も
、
結
局

は
無
理
な
需
要
把
握
や
供
給

量
把
握
の
精
緻
化
（
詳
し
く

細
か
い
）
を
試
み
て
生
産
を

調
整
し
よ
う
と
す
る
愚
策
を

強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

☆
２０
〜
３０
万
ｔ
の
脱
脂

粉
乳
の「
過
剰
」で
右
往

左
往
す
る
愚

酪
農
で
は
、
再
び
、
脱
脂

粉
乳
の
在
庫
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
生
乳
換
算
で
２０

〜
３０
万
ｔ
の
「
過
剰
」
に
対

応
し
て
酪
農
家
も
負
担
し
て

飼
料
で
処
理
し
、
生
産
も
抑

制
方
向
に
す
る
と
い
っ
た
後

ろ
向
き
の
対
策
か
ら
卒
業
す

べ
き
だ
。

わ
ず
か
な
需
給
変
動
へ
の

対
処
に
躍
起
に
な
っ
て
関
係

者
を
苦
し
め
る
の
で
は
な

く
、
農
家
の
自
由
意
志
に
よ

る
増
産
を
促
し
、
国
の
責
任

で
備
蓄
も
増
や
し
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
に
も

届
け
、
海
外
支
援
に
も
活
用

し
、
国
産
米
の
輸
入
小
麦
や

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代

替
、
国
産
生
乳
に
よ
る
輸
入

チ
ー
ズ
の
代
替
な
ど
の
需
要

創
出
に
予
算
を
か
け
れ
ば
、

皆
が
助
か
り
、
食
料
危
機
に

も
備
え
ら
れ
る
。

「
生
産
調
整
か
ら
出
口
調

整
」へ
の
転
換
が
不
可
欠
だ
。

農
家
の
生
産
コ
ス
ト
割
れ
を

補
填
す
る
こ
と
で
農
家
を
支

え
つ
つ
、
消
費
者
に
は
安
く

買
え
る
よ
う
に
し
て
需
要
を

拡
大
す
る
財
政
出
動
も
不
可

欠
だ
。

☆
輸
入
チ
ー
ズ
を
国
産

に
置
き
換
え
る
の
が
最

も
有
効

酪
農
に
お
け
る
需
要
創
出

と
し
て
は
、
チ
ー
ズ
向
け
の

補
填
拡
充
で
、
輸
入
チ
ー
ズ

を
国
産
に
置
き
換
え
る
の
が

最
も
有
効
で
あ
る
。
ホ
ク
レ

ン
の
生
産
者
受
け
取
り
乳
代

（
８
月
か
ら
の
飲
用
向
４
円

／
㎏
増
を
踏
ま
え
て
）の
内
、

８
〜
１１
月
平
均
基
準
乳
価
分

の
プ
ー
ル
単
価
が
１
０
３
・

６
円
／
㎏

。
チ
ー
ズ
向
乳

価
は
８６
円
な
の
で
、
メ
ー
カ

ー
が
８６
円
で
さ
ら
な
る
受
け

入
れ
が
で
き
る
と
仮
定
す
る

と
、
１
０
３
・
６
―
８６
＝
１７

・
６
円
の
差
を
埋
め
る
補
填

が
あ
れ
ば
、
プ
ー
ル
乳
価
を

下
げ
ず
に
チ
ー
ズ
向
け
を
増

や
せ
る
。

こ
の
差
を
１
０
０
億
円
で

埋
め
る
と
考
え
る
と
、
生
乳

換
算
５７
万
ｔ
を
チ
ー
ズ
に
回

せ
る
。
当
面
の
脱
脂
粉
乳
の

過
剰
在
庫
は
、
生
乳
換
算
で

２０
〜
３０
万
ｔ
程
度
な
の
で
、

そ
の
「
過
剰
」
を
問
題
な
く

解
消
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、

２０
〜
３０
万
ｔ
の
「
過
剰
」
で

右
往
左
往
し
て
、
酪
農
家
か

ら
も
処
理
費
を
出
さ
せ
、
飼

料
で
処
分
し
、
生
乳
生
産
は

抑
制
だ
、
と
言
っ
て
い
る
こ

と
の
無
意
味
さ
を
認
識
す
べ

き
だ
。
酪
農
業
界
が
新
設
し

た
新
た
な
基
金
を
こ
の
よ
う

な
後
ろ
向
き
の
政
策
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
。
基
金
を
何

に
支
出
す
る
か
を
明
示
す
べ

き
だ
。

酪
農
家
に
新
基
金
へ
の
拠

出
を
し
な
い
と
政
府
補
助
金

を
受
け
取
れ
な
い
と
い
う
条

件
で
拠
出
を
「
強
制
」
し
て

お
き
な
が
ら
、
国
は
一
切
拠

出
し
な
い
で
、
民
間
任
せ
に

す
る
の
も
矛
盾
し
て
い
る
。

国
も
応
分
の
負
担
を
す
べ
き

だ
。
米
国
で
は
、
酪
農
家
の

販
売
促
進
事
業
へ
の
支
出
金

額
と
同
額
を
連
邦
政
府
も
出

す
仕
組
み
、
つ
ま
り
、
国
が

半
額
補
助
に
な
っ
て
い
る
。

酪
農
業
界
で
つ
く
る
Ｊ
ミ

ル
ク
の
当
初
の
計
画
で
も
、

国
１
／
２
、生
産
者
１
／
４
、

メ
ー
カ
ー
１
／
４
、
最
低
で

も
各
１
／
３
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
Ｊ
ミ
ル
ク
の

２０
年
の
提
言
で
も
最
大
８
０

０
万
ｔ
の
生
産
を
促
し
て
、

そ
れ
に
見
合
う
需
要
を
創
出

す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。

☆
乳
価
で
５
円
／
㎏
、

１
頭
当
た
り
５
万
円
程

度
の
酪
農
基
礎
支
払
い

を
大
局
的
見
地
に
立
て
ば
、

止
ま
ら
な
い
酪
農
家
の
廃
業

に
歯
止
め
を
か
け
、
生
乳
増

産
を
奨
励
し
、
チ
ー
ズ
向
け

を
筆
頭
に
、
輸
入
を
国
産
で

置
き
換
え
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
な
の
だ
。
乳
価
は
あ
る

程
度
上
が
っ
た
が
、
酪
農
家

の
倒
産
は
止
ま
ら
な
い
。
飼

料
だ
け
で
な
く
機
械
・
設
備

な
ど
の
高
騰
も
激
し
い
。
次

の
世
代
に
つ
な
げ
る
投
資
を

行
う
に
は
、
ま
だ
所
得
が
足

り
な
い
。

筆
者
は
、
以
前
か
ら
、「
食

料
安
全
保
障
推
進
法
」
を
超

党
派
の
議
員
立
法
で
成
立
さ

せ
、
酪
農
に
つ
い
て
は
、
①

㎏
当
た
り
乳
価
に
１０
円
、
乳

牛
１
頭
当
た
り
に
換
算
し
て

１０
万
円
の
基
礎
支
払
い
（
牧

草
地
、飼
料
畑
に
つ
い
て
は
、

別
途
１０
ａ
当
た
り
の
基
礎
支

払
い
）
、
②
そ
れ
で
も
コ
ス

ト
割
れ
す
る
場
合
の
不
足
払

い
、
③
乳
製
品
の
政
府
買
い

上
げ
に
よ
る
備
蓄
、
国
内
外

援
助
、
チ
ー
ズ
向
け
需
要
拡

大
の
た
め
の
差
額
補
填
な
ど

の
出
口
対
策
、
の
実
現
を
提

案
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
乳
価
が
上
が
っ

た
の
で
、
現
時
点
で
は
、
基

礎
支
払
い
は
、
乳
価
で
５
円

／
㎏
、
１
頭
当
た
り
５
万
円

程
度
に
設
定
す
る
こ
と
に
す

る
と
す
れ
ば
、
約
４
０
０
億

円
の
財
政
出
動
だ
。
チ
ー
ズ

向
け
補
填
の
１
０
０
億
円
を

足
し
て
も
５
０
０
億
円
。
コ

メ
に
は
今
も
３
５
０
０
億
円

は
財
政
出
動
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
非
常
に
少
な
い
予
算

で
酪
農
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
国
の
予
算
と
新
基
金
も

併
せ
て
財
源
を
確
保
す
れ
ば

よ
い
。

縮
小
均
衡
か
ら
拡
大
均
衡

に
向
か
う
政
策
に
早
く
転
換

し
な
け
れ
ば
、
日
本
の
酪
農

・
乳
業
も
、
国
民
の
命
も
守

れ
な
い
。

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
ホ
ク
レ
ン
）
の
各

乳
牛
市
場
で
、
初
妊
牛
の
相

場
が
高
騰
し
て
い
る
。

２
月
の
初
妊
牛
平
均
価
格

（
税
込
み
）は
、
９６
万
円
と
、

前
月
の
７７
万
３
千
円
よ
り
１８

万
７
千
円
（
２４
％
）
上
昇
し

て
い
る
（
図
参
照
）
。

２
月
１９
日
開
催
の
根
室
乳

牛
市
場
で
は
、
１
０
９
万
円

と
、
前
回
よ
り
９
万
５
千
円

（
９
・
６
％
）
高
く
な
り
、

１
０
０
万
円
を
突
破
し
た
。

根
室
乳
牛
市
場
で
１
０
０
万

円
の
大
台
を
超
え
た
の
は
８

年
ぶ
り
と
な
る
。

図
を
見
る
と
わ
か
る
通

り
、
昨
年
１２
月
か
ら
高
騰
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
昨
年
の

夏
が
北
海
道
で
も
４０
℃
を
超

え
る
酷
暑
と
な
り
、
受
精
遅

延
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
春
産
み
の
頭
数
が
減
少

し
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
春
産
み
の
乳
牛

の
需
要
が
高
い
の
は
、
生
乳

需
要
が
高
ま
る
夏
場
に
活
躍

で
き
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
酪
農
家
戸
数
の
減

少
も
あ
り
、
乳
牛
の
頭
数
自

体
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も

要
因
の
一
つ
だ
。

市
場
別
に
見
る
と
、
２
月

２７
日
の
豊
富
乳
牛
市
場
で

は
、
７７
万
８
千
円
と
、
比
較

的
安
価
で
あ
る
が
、
前
回
よ

り
１６
・
８
％
高
で
、
豊
富
市

場
と
し
て
は
７０
万
円
を
超
え

た
の
が
４
年
ぶ
り
の
こ
と
と

な
る
。
３
月
９
日
の
十
勝
乳

牛
市
場
は
、１
０
６
万
円
と
、

前
回
よ
り
８
・
４
％
高
。

３
月
に
な
っ
て
も
、
頭
数

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な

い
の
で
、
強
含
み
が
続
く
と

の
見
方
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
初

妊
牛
の
高
騰
は
、
酪
農
経
営

に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る

の
で
、
強
も
ち
あ
い
の
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
の
秋
頃
か
ら
、
黒
毛

和
種
子
牛
の
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
（
図
参
照
）
。

２
月
の
和
子
牛
去
勢
の
全

国
１
頭
当
た
り
税
込
み
平
均

価
格
は
、
８６
万
１
７
９
７
円

で
、
前
月
よ
り
３
万
８
４
９

９
円
（
４
・
７
％
）
の
上
昇

と
な
っ
た
。
価
格
上
昇
の
要

因
と
し
て
は
、
上
場
頭
数
の

減
少
が
上
げ
ら
れ
る
。

市
場
の
取
引
頭
数
は
、
月

に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
が
、

半
年
ご
と
の
平
均
で
は
、
２５

年
８
月
〜
２６
年
１
月
は
去
勢

で
１
万
５
４
２
２
頭
に
対

し
、
２５
年
２
〜
７
月
は
１
万

６
５
３
９
頭
と
、
半
年
で
１

１
１
７
頭
／
月（
６
・
８
％
）

減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

頭
数
減
少
の
主
な
要
因
と

し
て
、
２４
年
に
子
牛
価
格
が

下
落
し
、
和
牛
繁
殖
農
家
の

経
営
が
困
難
に
な
り
、
離
農

が
加
速
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

し
か
し
、
酪
農
家
が
乳
用

雌
牛
に
和
牛
の
受
精
卵
を
移

植
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
や
や
減
少

の
幅
は
抑
え
ら
れ
て
き
て
い

る
。今

後
も
、
子
牛
の
上
場
頭

数
は
増
加
す
る
可
能
性
が
低

く
、
子
牛
価
格
の
動
向
が
注

目
さ
れ
る
。

農
水
省
は
２
月
２７
日
、「
食

料
安
全
保
障
月
報
」
を
公
表

し
た
。
こ
の
月
報
は
、
２
月

の
米
国
農
務
省
の
需
給
報
告

を
参
考
に
、
主
食
や
飼
料
原

料
と
な
る
主
要
穀
物
（
米
・

小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
）
及

び
大
豆
を
中
心
に
、
世
界
の

需
給
や
価
格
動
向
を
把
握

し
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

《
小
麦
》

２５
／
２６
年
度
の
小
麦
生
産

量
は
、前
年
度
か
ら
イ
ラ
ン
、

パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で
減
少
す

る
が
、
Ｅ
Ｕ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、ロ
シ
ア
な
ど
で
増
加
し
、

世
界
全
体
の
生
産
量
は
８
４

２
百
万
ｔ
と
、
史
上
最
高
と

な
る
見
通
し
。

《
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
》

２５
／
２６
年
度
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
量
は
、
前
年
度
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
で

減
少
す
る
が
、
米
国
、
中
国
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
で
増
加

し
、
世
界
全
体
の
生
産
量
は

１
２
９
６
百
万
ｔ
と
、
こ
ち

ら
も
史
上
最
高
と
な
る
見
通

し
。

春
産
み
を
求
め
て
初
妊
牛
が
高
騰

和
子
牛
価
格
が
８６
万
円
超

小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
共
に

史
上
最
高
の
生
産
量
の
見
込
み

根
室
乳
牛
市
場
で
１
０
０
万
円
超
え

繁
殖
農
家
の
離
農
で
頭
数
減

わずかな過剰に右往左往している場合ではない
東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏
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全
開
連
は
２
月
１８
日
、
本

所
会
議
室
で
総
務
責
任
者
会

議
を
開
催
し
た
。
会
員
・
準

会
員
の
総
務
関
係
の
業
務
を

担
う
役
職
員
ら
２９
名
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
出
席
１７
名
）が
参
加
し
た
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
Ｊ
Ａ
組
織
・
経
営
対
策
部

Ｊ
Ａ
改
革
支
援
課
人
事
労
務

チ
ー
ム
の
浅
井
祐
孝
特
別
研

究
員
に
よ
る
「
２６
年
度
以
降

の
労
働
法
改
正
概
要
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

▼
安
衛
法
な
ど
順
次
改
正

ま
ず
、
浅
井
氏
は
冒
頭
、

労
働
法
で
改
正
さ
れ
る
個
々

の
項
目
を
示
し
た
。

「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」

等
で
は
①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
強
化
②
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
推
進
③
女
性
活

躍
の
推
進
、
が
順
次
施
行
さ

れ
て
い
る
。

「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び

作
業
環
境
測
定
法
」
で
は
、

①
個
人
事
業
者
等
に
対
す
る

安
全
衛
生
対
策
の
推
進
②
特

定
自
主
検
査
の
不
正
防
止
対

策
の
強
化
③
職
場
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進
④
高

齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の
推

進
、
が
順
次
施
行
さ
れ
る
。

ま
た
、
組
織
内
部
の
不
正

や
法
令
違
反
を
通
報
し
た
人

を
解
雇
な
ど
の
不
利
益
か
ら

守
る「
公
益
通
報
者
保
護
法
」

が
改
正
さ
れ
本
年
１２
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
。
内
容
は
、

①
事
業
者
が
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
体
制
整
備
の
徹
底

と
実
効
性
の
確
保
②
通
報
者

の
範
囲
拡
大
③
通
報
を
阻
害

す
る
要
因
へ
の
対
処
④
通
報

を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱

い
の
抑
制
・
救
済
の
強
化
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

▼
「
カ
ス
ハ
ラ
対
策
」
な

ど
が
重
点

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
通
称
：
カ
ス
ハ
ラ
）
」
が

加
わ
っ
た
こ
と
だ
。
顧
客
等

が
相
手
の
事
象
の
た
め
対
策

が
難
し
い
が
、
「
起
き
て
か

ら
の
対
策
で
は
な
く
、
防
止

措
置
に
力
点
を
置
く
こ
と
が

肝
要
だ
」
と
解
説
し
た
。

安
衛
法
の
改
正
点
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
個
人
事
業
主
へ
も

適
用
範
囲
が
拡
が
る
こ
と

で
、
適
用
さ
れ
る「
場
所
」と

「
措
置
」
も
拡
が
る
。
機
械

等
貸
与
者
の
措
置
の
対
象
機

械
に
つ
い
て
、
「
移
動
式
ク

レ
ー
ン
」
等
以
外
に
、
他
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
シ
ョ
ベ

ル
ロ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
ロ

ー
ダ
ー
等
が
追
加
さ
れ
る
。

ま
た
、対
象
建
造
物
が「
事

務
所
」「
工
場
」か
ら
、あ
ら
ゆ

る
建
築
物
に
拡
が
る
。
講
ず

べ
き
措
置
も
、
共
有
部
分
の

墜
落
危
険
個
所
の
防
護
な
ど

が
追
加
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
年
１
月
１とり

日
か
ら
「
下
請
法
」
が
「
取

て
き
ほ
う

適
法
」に
改
正
さ
れ
て
お
り
、

特
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

運
送
業
者
の
保
護
の
た
め
、

適
用
対
象
が
拡
大
と
な
り
、

対
象
取
引
に
「
特
定
運
送
委

託
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
な

ど
を
解
説
し
た
。

農
水
省
等
は
、
農
作
業
中

の
熱
中
症
対
策
の
義
務
化
や

労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
、

安
衛
法
）
の
個
人
事
業
主
へ

の
措
置
の
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
、
「
農
作
業
安
全
対
策
全

国
推
進
会
議
」
等
の
会
議
を

通
じ
て
注
意
点
の
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

２
月
２７
日
に
（
一
社
）
日

本
農
業
機
械
化
協
会
が
開
催

し
た
２５
年
度
の
「
農
作
業
事

故
防
止
中
央
推
進
会
議
」
の

内
容
を
中
心
に
、
日
々
の
農

作
業
の
業
務
に
関
わ
る
変
更

点
・
注
意
点
を
紹
介
す
る
。

●
農
作
業
安
全
に
つ
い
て
●

▽
農
作
業
中
の
熱
中
症
死

亡
者
数
が
過
去
最
多
に

２４
年
の
農
作
業
事
故
死
亡

者
数
は
２
８
７
人
で
、
近
年

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
前

年
よ
り
５１
人
増
加
し
た
。
特

に
「
熱
中
症
」
で
の
死
亡
事

故
は
５９
人
と
、
前
年
か
ら
２２

人
増
加
し
て
お
り
、
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

２５
年
６
月
１
日
か
ら
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
者
に
対

し
、
労
働
者
へ
の
熱
中
症
対

策
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、

対
策
の
徹
底
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
例
年
設
定
し
て
い

た
農
作
業
安
全
対
策
の
重
点

推
進
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
熱

中
症
対
策
に
特
化
す
る
。

１
つ
目
は
熱
中
症
等
対
策

研
修
強
化
期
間
を
前
年
よ
り

１
ヵ
月
前
倒
し
し
、
４
月
１

日
〜
６
月
３０
日
に
設
定
す

る
。
ま
た
、
今
年
は
夏
の
熱

中
症
等
対
策
声
か
け
期
間
を

新
設
。
期
間
は
７
月
１
日
〜

９
月
３０
日
で
、
今
夏
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
い
の
ち

を
う
ば
う
、
夏
の
ひ
と
り
作

業
」
と
し
た
。

▽
熱
中
症
を
予
防
す
る

「
ホ
ワ
イ
ト
生
産
方
式
」
を

前
述
の
状
況
か
ら
、
農
水

省
で
は
、
熱
中
症
等
の
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
生
産
方
式

「
ホ
ワ
イ
ト
生
産
方
式
」
へ

の
転
換
に
予
算
を
措
置
し
、

推
進
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
（
水
管
理
の
遠
隔
操
作
や

自
動
化
な
ど
）、農
業
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
活
用
（
リ
モ
コ
ン

草
刈
り
機
を
有
す
る
事
業
者

へ
の
作
業
委
託
な
ど
）、農
作

物
の
高
温
対
策（
遮
光
資
材
、

細
霧
冷
房
な
ど
の
活
用
な

ど
）
―
等
に
活
用
で
き
る
。

●
道
路
交
通
法
、
労
働
安
全

衛
生
法
の
改
正
と
注
意
点
●

道
路
運
送
車
両
法
・
道
路

交
通
法
：
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ

の
死
亡
事
故
が
多
い
こ
と
か

ら
、
国
交
省
が
農
耕
ト
ラ
ク

タ
へ
の
座
席
ベ
ル
ト
装
備
を

義
務
化
し
、
改
正
保
安
基
準

が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
２７
年

１
月
１
日
以
降
に
生
産
さ
れ

た
新
車
が
対
象
と
な
る
。

労
働
安
全
衛
生
法
：
今

般
、
安
衛
法
が
改
正
さ
れ
、

個
人
事
業
主
へ
も
適
用
さ
れ

る
。
事
業
者
が
職
場
に
お
け

る
労
働
者
の
安
全
と
健
康
を

確
保
す
る
義
務
を
課
し
た
法

律
の
た
め
、
想
定
さ
れ
て
い

る
適
用
相
手
は
雇
用
者
と
な

る
。全

開
連
主
催
の
「
総
務
責

任
者
会
議
」
で
記
載
が
あ
る

と
お
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
・
フ

ォ
ー
ク
ロ
ー
ダ
ー
等
が
追
加

さ
れ
る
等
の
変
更
が
あ
る
。

農
業
分
野
で
主
に
想
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
は
図
の
と
お

り
。個

人
事
業
主
が
他
の
労
働

者
と
一
緒
に
作
業
を
行
う
場

合
に
、
技
能
講
習
受
講
な
ど

の
義
務
が
追
加
さ
れ
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
牛
乳
乳
製
品

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む

「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
全
国
各
地
の
牛
乳
が

持
つ
個
性
や
魅
力
を
紹
介
す

る
「
ニ
ッ
ポ
ン
ミ
ル
ク
ガ
イ

ド
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
、

２
月
１２
日
に
公
開
し
た
。

◇
都
道
府
県
や
特
徴
か
ら

牛
乳
を
検
索

同
サ
イ
ト
で
は
、
各
都
道

府
県
名
か
ら
そ
の
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
牛
乳
を
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
牛

乳
診
断
」
で
は
、
飲
み
た
い

牛
乳
の
特
徴
（
「
す
っ
き
り

し
た
後
味
」
、
「
コ
ク
の
あ

る
後
味
」
な
ど
）
を
選
ん
で

い
く
と
、
自
分
の
好
み
の
牛

乳
が
複
数
ヒ
ッ
ト
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
も
、
「
牛
乳
の
基
礎

知
識
」
で
は
、
低
温
殺
菌
、

高
温
殺
菌
、
超
高
温
殺
菌
の

違
い
や
、
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛

乳
の
説
明
な
ど
、
牛
乳
に
関

す
る
消
費
者
が
気
に
な
る
情

報
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ

と
も
で
き
る
。
ま
た
、
「
牛

乳
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
地

域
の
生
産
現
場
の
歴
史
や
こ

だ
わ
り
な
ど
の
記
事
が
読
め

る
。こ

の
ほ
か
、
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
、
日
本
全
国
の
ご
当

地
牛
乳
の
パ
ッ
ク
に
印
刷
さ

れ
た
広
告
欄
を
活
用
し
た
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、「
ご

当
地
牛
乳
ト
レ
カ
」
や
、
牛

乳
を
使
っ
た
和
食
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
「
乳
和

食
」
な
ど
も
閲
覧
で
き
る
。

◇
訪
日
外
国
人
客
に
も
ア

ピ
ー
ル

「
ニ
ッ
ポ
ン
ミ
ル
ク
ガ
イ

ド
」
は
多
言
語
に
も
対
応
し

て
お
り
、
訪
日
外
国
人
客
に

対
し
て
も
、
�
ニ
ッ
ポ
ン
�

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
手

に
入
る
国
産
牛
乳
の
特
色
や

魅
力
を
伝
え
、
国
産
牛
乳
の

需
要
拡
大
に
一
役
買
っ
て
い

る
。◇

今
後
も
情
報
を
拡
充

ま
た
、
同
サ
イ
ト
公
開
の

開
始
時
（
２
月
１２
日
時
点
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
牛
乳
は

約
１
０
０
商
品
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
乳
業
メ
ー
カ

ー
等
の
協
力
を
得
て
、
検
索

で
ヒ
ッ
ト
す
る
牛
乳
は
随
時

追
加
さ
れ
て
い
く
予
定
だ
。

Ｊ
ミ
ル
ク
の
資
料
か
ら

全
開
連
人
事

（
３
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所

福
岡
事

業
所

（
西
日
本
支
所
）
村
田
翼

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

４
月

１７
日

那
須
箒
根
酪
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

２３
日

栃
木
県
開
拓
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

労
働
法
の
改
正
内
容
を
周
知

検
索
で�
推
し
牛
乳
�を

ニ
ッ
ポ
ン

ミ
ル
ク
ガ
イ
ド
で
全
国
の
牛
乳
を
紹
介

全
開
連
総
務
責
任
者
会
議

農作業事故防止中央推進会議

熱中症対策義務化
・安衛法な

ど解説
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２５
年
度
関
東
地
区
開
拓
営

農
推
進
協
議
会
研
修
会
が
２

月
１２
、
１３
日
の
両
日
、
千
葉

県
千
葉
市
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
千
葉
」
で
開

催
さ
れ
た
（
写
真
）
。

関
東
各
地
か
ら
生
産
者
や

開
拓
農
協
職
員
ら
３５
名
が
参

加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
主
催
者

の
菊
地
文
夫
会
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
後
、講
演
に
入
っ
た
。

第
１
部
で
は
、
兼
松
㈱
穀

物
飼
料
部
粗
飼
料
課
の
３
氏

が
、
「
粗
飼
料
情
勢
に
つ
い

て
」
「
畜
産
Ｇ
Ｘ
の
挑
戦
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

○
粗
飼
料
情
勢
に
つ
い
て

輸
入
牧
草
の
価
格
は
、
現

地
価
格
、
海
上
運
賃
、
為
替

に
左
右
さ
れ
る
。

米
国
の
現
地
価
格
は
、
金

利
な
ど
の
経
済
や
、
温
暖
化

な
ど
の
気
候
変
動
に
よ
り
、

上
昇
傾
向
に
あ
る
。

海
上
運
賃
は
、
世
界
情
勢

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

為
替
は
円
安
が
続
き
、
上

昇
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
欧
州
の
粗
飼
料
生

産
量
は
年
々
拡
大
し
て
い
く

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
へ
の
輸
出
の
問
題
点
と
し

て
は
、
①
運
搬
時
間
が
２
ヵ

月
半
も
か
か
る
こ
と
。
②
機

械
乾
燥
が
多
く
、
天
日
干
し

と
比
べ
て
色
味
や
香
り
が
異

な
る
こ
と
だ
と
い
う
。

○
畜
産
Ｇ
Ｘ
の
挑
戦

Ｇ
Ｘ
と
は
、
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
略
称
で
、
脱
炭
素
と
経
済

成
長
の
両
立
を
目
指
す
合
言

葉（
経
産
省
）。
畜
産
で
は
、

牛
の
ゲ
ッ
プ
削
減
に
向
け
た

研
究
等
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。第

２
部
で
は
、
雪
印
種
苗

㈱
飼
料
調
達
課
の
川
越
大
樹

氏
が
、
「
飼
料
原
料
と
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て

は
、
２５
年
の
北
米
は
大
豊
作

で
、
シ
カ
ゴ
相
場
は
一
時
値

を
下
げ
た
が
、
じ
り
じ
り
と

値
を
戻
し
て
い
る
。

今
後
も
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
や
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
動
き
な
ど
に
は
注
視
が

必
要
だ
、
と
し
た
。

２５
年
度
開
拓
豚
部
会
（
開

拓
豚
友
の
会
）
九
州
支
部
研

修
会
が
２
月
１３
、
１４
日
の
両

日
、長
崎
県
島
原
市
の「
Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
シ
ー
サ
イ
ド
島
原
」

で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）
。

九
州
地
区
の
開
拓
豚
生
産

者
や
開
拓
農
協
職
員
ら
１５
名

が
参
加
し
た
。
平
木
勇
支
部

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
講
演

に
入
っ
た
。

は
じ
め
に
、
「
豚
熱
・
ア

フ
リ
カ
豚
熱
か
ら
ど
う
衛

る
」
と
題
し
て
長
崎
県
県
南

家
畜
保
健
衛
生
所
の
早
島
彬

美
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

豚
熱
に
つ
い
て
、
ま
ず
国

内
の
豚
熱
感
染
、
経
口
ワ
ク

チ
ン
の
散
布
状
況
は
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
陽
性
確
認
県
が

４２
都
府
県
、
経
口
ワ
ク
チ
ン

散
布
対
象
県
が
４５
都
府
県

と
、
ほ
ぼ
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
と
説
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
防
衛
対
策
と
し
て
「
養

豚
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
重

点
１０
箇
条
」
が
示
さ
れ
た
。

①
早
期
発
見
に
は
「
い
つ

も
と
違
う
」
感
覚
大
事
に
②

豚
熱
ワ
ク
チ
ン
は
可
能
な
限

り
効
果
的
に
接
種
③
豚
舎
の

外
で
は
作
業
靴
、
豚
舎
内
の

み
長
靴
④
防
疫
ラ
イ
ン
を
物

理
的
に
分
断
す
る
⑤
入
口
に

「
前
室
」
を
設
け
る
⑥
ユ
ニ

ッ
ト
豚
舎
は
屋
根
で
覆
う
⑦

豚
に
地
面
を
歩
か
せ
な
い
⑧

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
フ
ェ
ン
ス

よ
り
「
壁
」
⑨
駐
車
場
は
衛

生
管
理
区
域
の
外
に
⑩
消
毒

は
漫
然
と
せ
ず
常
に
効
果
が

あ
る
方
法
で
―
と
し
た
。

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に
つ
い
て

は
、
幸
い
日
本
で
は
ま
だ
発

生
し
て
い
な
い
が
、
隣
の
韓

国
で
は
１
月
２７
日
時
点
で
、

養
豚
場
で
５９
例
、
野
生
イ
ノ

シ
シ
で
４
３
２
６
頭
確
認
さ

れ
て
い
る
。

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
無
い

た
め
、
空
港
で
の
水
際
対
策

や
、
各
農
場
で
の
防
疫
措
置

が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

次
に
、
日
清
丸
紅
飼
料
㈱

九
州
支
店
の
渡
邉
泰
寿
氏

が
、
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

（
公
財
）日
本
乳
業
技
術
協

会
は
２
月
１８
日
、「
国
産
乳
酸

菌
で
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ー

ズ
試
食
会
」
を
都
内
で
開
催

し
、
Ｊ
チ
ー
ズ
乳
酸
菌
を
使

っ
た
１９
工
房
の
試
作
チ
ー
ズ

の
展
示
・
試
食
を
行
っ
た
。

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

の
ほ
と
ん
ど
で
、
外
国
産
チ

ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー
（
乳
酸
菌

等
の
微
生
物
）
が
使
わ
れ
て

い
る
。

農
研
機
構
な
ど
は
、
国
産

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
差
別

化
を
目
的
と
し
て
、
国
産
チ

ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー
（
Ｊ
チ
ー

ズ
乳
酸
菌
、北
海
道
・
栃
木
の

食
品
か
ら
分
離
し
た
乳
酸
菌

４
菌
株
）
を
開
発
し
た
。
こ

れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

旨
味
や
香
り
成
分
増
強
効
果

が
高
ま
っ
た
り
、
チ
ー
ズ
の

熟
成
期
間
を
短
縮
で
き
る
こ

と
な
ど
の
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
チ
ー
ズ
乳

酸
菌
の
普
及
・
定
着

を
図
る
こ
と
を
目
的

に
同
イ
ベ
ン
ト
は
開

催
さ
れ
て
い
る
。

今
年
か
ら
、
参
加

工
房
に
、
新
生
酪
農

㈱
栃
木
工
場
が
新
た
に
加
わ

っ
た
。
同
工
場
は
２１
年
に
チ

ー
ズ
工
場
を
新
設
し
、
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
を
製
造
し
て
い

る
。
当
日
は
従
来
品
と
国
産

ス
タ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
試

作
品
の
製
造
に
関
す
る
発
表

や
、
試
作
品
の
食
べ
比
べ
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

同
工
場
製
造
課
長
の
臼
井

敬
道
氏
（
写
真
）
に
話
を
聞

い
た
。
試
作
し
た
チ
ー
ズ
の

感
想
を
聞
く
と
、
仕
上
が
り

具
合
を
見
て
も
思
っ
た
ほ
ど

従
来
品
と
差
が
出
な
か
っ
た

が
、
国
産
ス
タ
ー
タ
ー
を
使

う
こ
と
で
チ
ー
ズ
の
熟
成
が

進
む
ス
ピ
ー
ド
が
従
来
品
よ

り
速
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
従
来
品
の
ゴ
ー
ダ

チ
ー
ズ
は
柔
ら
か
め
だ
っ
た

た
め
、
さ
ら
に
硬
い
も
の
を

目
指
し
て
試
作
し
た
が
、
逆

に
柔
ら
か
い
チ
ー
ズ
が
で
き

た
。
ま
た
、
従
来
品
と
比
較

す
る
と
、
味
が
ま
ろ
や
か
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
記
者
も

試
食
し
て
み
る
と
確
か
に
ま

ろ
や
か
な
味
わ
い
で
、
個
人

的
に
は
試
作
品
の
方
が
好
み

だ
っ
た
。

今
後
の
取
り
組
み
予
定
を

聞
く
と
、
工
場
の
規
模
が
大

き
く
、
１
回
の
試
作
で
２
ｔ

近
い
量
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
大
量
に
試
作

す
る
の
は
難
し
い
。し
か
し
、

取
り
組
み
は
前
向
き
に
継
続

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

茨
城
県
守
谷
市
と
常
総
市

お
お

や

し
ま

に
位
置
す
る
大
八
洲
開
拓

は
、
利
根
川
と
鬼
怒
川
の
合

流
地
に
近
い
湿
地
帯
と
、
関

東
ロ
ー
ム
台
地
の
原
野
に
あ

り
、強
酸
性
土
壌
の
土
地
だ
。

満
州
の
大
八
洲
開
拓
団

が
、
戦
後
１
年
間
に
わ
た
る

流
浪
避
難
の
末
、
生
き
残
っ

た
４０
戸
が
入
植
し
た
の
が
４６

年
１１
月
。

当
初
か
ら
、
全
面
共
同
で

開
墾
と
耕
作
に
当
た
っ
た

が
、
４７
年
か
ら
７
年
間
、
相

次
ぐ
川
の
氾
濫
な
ど
の
水
禍

に
見
舞
わ
れ
、
収
穫
は
一
粒

も
な
い
ほ
ど
の
窮
地
に
立
た

さ
れ
た
。

５５
年
に
よ
う
や
く
念
願
の

堤
防
が
完
成
し
、
再
建
の
道

が
開
け
た
か
に
思
わ
れ
た

が
、
５８
・
５９
年
と
続
け
て
台

風
で
堤
防
が
決
壊
し
、
田
畑

が
押
し
流
さ
れ
、
住
宅
や
畜

舎
な
ど
全
て
の
建
物
が
全
半

壊
と
い
う
深
刻
な
打
撃
を
受

け
た
。

し
か
し
、
組
合
の
共
同
体

制
で
住
宅
、
畜
舎
な
ど
建
設

を
進
め
て
難
局
の
打
開
を
図

っ
た
。
自
治
体
、
開
拓
組
織

な
ど
の
指
導
援
助
も
あ
り
、

堤
防
は
１
年
で
復
旧
さ
れ
、

奇
跡
的
な
復
活
を
遂
げ
た
。

水
田
面
積
は
１
０
０
ha
に

達
し
、
６９
年
に
は
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

満
州
開
拓
の
時
か
ら
有
畜

農
業
を
目
指
し
て
き
た
の

で
、
入
植
翌
年
か
ら
鶏
、
豚
、

乳
牛
な
ど
の
家
畜
を
導
入
し

て
共
同
飼
育
に
取
り
組
ん

だ
。
個
人
経
営
に
移
行
し
た

５６
年
頃
か
ら
、
養
豚
や
酪
農

の
経
営
に
集
中
し
て
き
た
。

ま
た
、
乳
雄
肥
育
か
ら
始

ま
り
、
肉
用
牛
の
一
貫
経
営

も
盛
ん
に
な
っ
た
。

２
０
０
０
年
に
入
る
と
、

乳
製
品
加
工
所
と
し
て
「
ミ

ル
ク
工
房
も
り
や
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
乳
製
品
の
製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
る
。

７６
年
に
入
植
３０
周
年
を
記

念
し
て
、
農
協
敷
地
内
に
開

拓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

「
偕
に
拓
き
共
に
築
く
」

の
碑
文
は
、
初
代
組
合
長
佐

藤
孝
治
氏
の
執
筆
に
よ
る
。

国
産
乳
酸
菌
で
作
る

チ
ー
ズ
試
食
会

飼
料
情
勢
に
つ
い
て
研
修
㏌
千
葉
市

関
東
地
区
開
拓
営
農
推
進
協
議
会

新
生
酪
農
㈱
栃
木
工
場
が
参
加

新生酪農の臼井氏と試作チーズ

「偕に拓き共に築く」を掲げて
茨城県守谷市・常総市 大八洲開拓

豚
熱
・
ア
フ
リ
カ
豚
熱
を
阻
止
㏌
島
原
市

開
拓
豚
友
の
会
九
州
支
部
研
修
会

開拓碑と佐藤孝治初代組合長の銅像



開 拓 情 報（5） 第815号 2026年（令和8年）3月15日（毎月１回１５日発行）

２月３日、日本大学芸術学部の学生
らは東京の生活クラブ連合会で、北海
道チクレン農協連系統の生産・製造現
場を取材して作製した作品の発表会を
開いた。
生活クラブと同学部の産学連携プロ
ジェクトはこれまで２回行っており、
３回目となる今回は「やさしい牛肉の
旅」をテーマに実施した。学生らは、
北海道チクレン農協連の生産者や食肉
センターを取材した。乳用種去勢牛の
肥育から出荷、精肉加工に至るまでを
見届け、４日間の取材で学んだ内容を
基に作品作りを行った。
今回取材を受けたのは、武内牧場（豊
頃町）、（農）美生ファーム（芽室町）、
㈱なかしゅんべつ未来牧場（別海町）、
北海道チクレンミート北見工場・北見
食肉センター（北見市）の４ヵ所で、
取材した内容を、ポスター・冊子・動

画といった作品にまとめている。
冊子版のトップバッターである「武
内牧場」（弊紙７８９号でも紹介）は、５２１頭
を飼養し、生後１週間の仔牛を導入、
生後１８ヵ月で出荷する一貫肥育型の牧
場。畜産に縁のなかった学生らが、餌
やりなどの作業を通して感じたこと
や、肉牛生産現場の風景をまとめてい
る。また、武内氏独自の取り組みであ
るライ麦の給与や、「定時・定量・定質」
をモットーに肉牛を育てる姿勢が紹介
された。
二番目は、約８５０頭飼養の素牛導入型
牧場である「美生ファーム」。取材当
日に出荷の場面があり、学生らは「命」
について考えさせられたようだ。牧場
主の阿部俊さんは、牛を肥育すること
の難しさや、「良い肉」を作るために
心掛けていることを語っている。
三番目は、酪農を営む、１６００頭規模

の「なかしゅんべつ未来牧
場」。人材育成の酪農研修も
行っており、就農までの全面
的なサポートを行っている。
同牧場のモットーは「牛に無
理をさせない」こと。また、
酪農にとってホルスタイン雄
牛の市場価値が低いことが問
題点として挙げられていた。
四番目は、北見食肉センタ
ー（と畜場）とチクレンミー
ト北見工場（加工場）を取材。
と畜の一連の工程を見学し、
学生らは様々な思いを抱いた
ようだ。そして、４日間の取
材を通じて、生産者は様々な
思いや技術と３６５日を牛のた
めに費やし、消費者に届けて
いることを学んだようだ。
また、随所にコラムも書かれており、
チクレンが安心して食べてもらうため
に取り組んでいることや、企画・開発
担当者が初めて企画したレトルトカレ
ーを商品にするまでの苦労話などが綴
られている。
作品は、生活クラブの広報やＰＲ素

材として、生活クラブの店舗・デポー
などで掲出される予定。映像作品は生
活クラブ公式 YouTube チャンネル
で、冊子は公式WEBサイトでデジタ
ルブックとして掲載されている。いず
れも「やさしい牛肉の旅」と検索すれ
ば作品を視聴・閲覧することが出来る。

農水省は、「２５年産日本ナシ、ブド
ウの栽培面積、結果樹面積、収穫量及
び出荷量」と「２５年産モモの栽培面積、
結果樹面積、収穫量及び出荷量」を公
表した。

【日本ナシ・ブドウ】
日本ナシの結果樹面積は、前年産よ
り３００ha（３％）減少し、９２７０ha とな
った。

１０ａ当たり収量は、１０㎏（１％）増
加し、１８１０㎏だった。収穫量は４８００ｔ
（３％）減の１６万７９００ｔ、出荷量は４６００
ｔ（３％）減の１５万７４００ｔとなった。
都道府県別の収穫量割合は、千葉県
が１３％、茨城県と栃木県が９％、福島
県が８％、鳥取県が７％となっており、
この５県で全国の約５割を占めてい
る。

ブドウの結果樹面積は、前年産より
１００ha（１％）減の１万６２００ha だった。
１０ａ当たり収量は、２０㎏（２％）減の
９９０㎏となった。収穫量は４３００ｔ（３％）
減の１６万３００ｔ、出荷量は３８００ｔ（２％）
減の１５万８００ｔだった。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県
が２６％、長野県が２０％、岡山県が９％、
山形県が８％、北海道が４％となって
おり、この５道県で全国の約７割を占
めている。

【モモ】
モモの結果樹面積は、前年より７０ha

（１％）減の９１２０ha だった。
１０ａ当たり収量は、果実肥大期の高
温・少雨で小玉傾向となったことなど
が影響して、９０㎏（８％）減の１１００㎏
となった。
収穫量は９１００ｔ（８％）減の１０万６００
ｔ、出荷量は９７００ｔ（９％）減の９万
２９００ｔだった。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県
が３２％、福島県が２３％、長野県が１０％、
山形県が８％、和歌山県が７％となっ
ており、この５県で全国の８割を占め
ている。

農研機構は２月１７日、ポテトチップ
用新品種「しんせい」を開発したと発
表した。
近年、バレイショの国内需要は特に
ポテトチップ用途が顕著に増加してお
り、加工食品用国産品の約７割に達し
ている。しかし、現在の主力品種は長
期貯蔵に適さず、原料が不足する時期
は輸入原料に頼っている現状にある。
このため、ポテトチップ製造販売者
からは、国産原料の安定的な周年供給
を実現するために、長期貯蔵に適した

品種の開発が求められていた。
また、国産バレイショの安定生産の
ためには、収量低下を引き起こす重要
害虫であるジャガイモシストセンチュ
ウに抵抗性を有する品種の作付け拡大
も大きな課題となっている。
「しんせい」は、９ヵ月間貯蔵して
もデンプンの糖化が緩やかなため、ポ

テトチップの焦げにつながる糖が増え
にくい。そのため、現在の主力品種の
「トヨシロ」や「スノーデン」に比べ、
チップカラー（ポテトチップに加工し
た際の外観や色合い、焦げがないほう
が良いとされる）に優れており（写真）、
長期貯蔵性に優れている。

また、トヨシロやスノーデンはジャ
ガイモシストセンチュウに抵抗性を有
していないのに対し、しんせいは抵抗
性を有している。
これらの特性により、国産原料が不
足する２～６月の期間における、ポテ
トチップ原料の周年供給への貢献が期
待されている。
主に北海道での普及が見込まれてお
り、２６年春から本格的な一般栽培が開
始される予定だ。

農水省は２月１０日、「２５年産春植
えバレイショの作付面積、収穫量及
び出荷量」を公表した。
全国の作付面積は前年より１７００

ha（２％）減の６万７０００ha だった。
１０ａ当たり収量は前年より１９０㎏
（６％）下回り、３１００㎏だった。こ

れは、北海道で高温により着イモ数が
減少したことや、茨城県で少雨が影響
して発芽不良が散見されたためとして
いる。
収穫量は１８万９０００ｔ（８％）減の２０７
万４０００ｔ、出荷量は１７万５０００ｔ（９％）
減の１７７万２０００ｔだった。

北海道チクレンの現場を
学生らが取材

「やさしい牛肉の旅」をテーマに

結果樹面積や収穫量など減少
２５年産 日本ナシ・ブドウ・モモ

農研機構 新品種「しんせい」開発
長期貯蔵ポテトチップ用バレイショ

高温・少雨で収穫量８％減
２５年産春植えバレイショ

長期貯蔵後のポテトチップの外観
（収穫翌年６月まで６℃貯蔵したいもをポテトチップに加工）左：トヨシロ、中央：しんせい、右：スノーデン

農研機構の資料から
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雪印メグミルク㈱酪農総合研究所が
１月３０日に開催した酪総研シンポジウ
ム（北海道下とオンラインで併催）で、
北海道大学大学院の清水池義治准教授
が「酪農が直面する課題と未来」と題
して発表した。酪農基盤の強化に参考
となるので内容を紹介する。
◆「令和の酪農危機の多重性」：清
水池氏は、近年の酪農危機について、
①需要減少と需給緩和の発生（２０年コ
ロナ禍以降）②急激な飼料・資材高騰
と酪農所得減少（２２年以降）③従来の
需給調整システムの機能低下（１８年改
正畜安法）の３要素が重なった危機だ
と説明した。また、混沌とする国際情
勢により、安いものを大量に輸入でき
る時代は戻らないと考えた対策が必要
だ、と強調した。
その上で、「需要に合わせたギリギ
リの生産では、現在のような国際情勢
のショック現象等に耐えられない。�国
内の生産に余剰を持つ�生産体制が必

要だ」と訴えた。
◆日本の牛乳乳製品の需給：同氏

は、酪農家戸数の減少と人口減少によ
り、コロナ禍のような一時的な現象で
はなく、構造的に需要が減少していく
ことを指摘。一方で、「日本では現在
も年間約１１００万ｔの牛乳乳製品の消費
があるが、国産は約７４０万ｔに留まる。
また、９０年代は自給率が７割程度だっ
た牛乳乳製品だが、現在では６割程度。
カロリーベースの自給率が変わってい
ない中、牛乳乳製品ほど自給率が大き
く低下した品目は他になく、需要創出
と国産品増産のポテンシャルは存在す
る」と解説した。
一方、現在の日本は８０年代前半と同
程度の高いインフレ率であることを指
摘。２２年以降の牛乳乳製品の価格上昇
に消費者の購買力が追い付けない状況
を、小売物価統計等を用いて説明した。
◆国内生産を盤石に：これらの状況
を踏まえて同氏は、①酪農版所得支持

政策（グリーン・ミルク・ペイメント）
（図）②Ｊミルク需給変動対策基金の
用途拡大、の２つの制度が必要だと提
案。①については、「合理的な価格形
成ができても、国民の懐事情が限界を
迎えている今、理に適った食料安全保
障として成り立たない」と指摘。
消費者負担のみでなく、生産者への
所得支持を通じて、食料コストの一部
を公的に負担すべき時期に来ていると
強調。欧州の制度を日本に合わせてア
レンジし、北海道・都府県で２００億円規
模の直接支払いを実施することを提案
した（経産牛１頭当たり２万４０００円の

試算）。
チーズについても、「現在日本は３００
万ｔチーズを輸入しており、国産は４０
万ｔに留まる。更にもう４０万ｔ生産し、
国産チーズに置き換えることを提案し
たい。輸入品との価格差を補てんし、
バター向けが逼迫した際など、増産し
た補てん分から振り替える等で対応す
るのはどうか」と説明した。
また、②については、需給緩和時は
脱脂粉乳等を削減する事業（飼料利用
・輸入調製品置き換え・輸出）を実施
し、逼迫時には生乳増産のための事業
を実施する基金の拡充を提案した。

（独）家畜改良センター十勝牧場の
寺戸貴裕氏（現：鳥取牧場）は、「子
実トウモロコシ生産と簡易なＴＭＲ調
製等新たな活用体系の展望について」
と題して発表を行った。簡易に調製で
きるＴＭＲの技術の参考になるため、
紹介する。
◇ＴＭＲに供試した極早生品種トウ
モロコシ「ハヤミノルド」：北海道で
育成され、熟期が極早生。収量は少な
めだが短期間で子実トウモロコシを生
産できるのが特徴。
①播種時期②播種密度③留意点につ
いて実際に栽培して調査し、播種時期
が早いと遅霜の影響で生育が停滞する

お と ふ け

ことが分かった。十勝地域の音更町内
Ｋ農場と２つの農業高校の３ヵ所で実
際に利用の試みが始まっており、いず

れも５月播種・９月収穫で栽培された。
子実の割合が多く赤カビ抵抗性が高
く、草丈が低く倒伏に強いため、株間
１１㎝で１０ａ当たり１２４０㎏の子実収量が
得られた。
◇子実トウモロコシ１００％のサイレ

ージ：①乾燥の手間をかけずに保管②
トウモロコシを自給、という２つの目
標を立て実証を開始。従来の子実トウ
モロコシは、収穫→乾燥→蒸気→圧ペ
ン→袋詰め、と飼料として利用できる
までに複数の工程がある。
同氏は、①ローラーミル（原料を圧
縮・せん断して粉砕する装置）を用い
て蒸気加熱無しでトウモロコシを圧ペ
ンし消化率を向上させる、②東北農研
の「フレコンラップ法」を用いて、サ
イレージと同様の手法で保管可能な状

態にする、の２つの手順で、工程を省
略して圧ペントウモロコシのサイレー
ジを作る方法を考案した（写真１）。
トウモロコシ１００％のサイレージは、
濃厚飼料や、配合飼料の原料として利
用できるとしている。
◇すぐ給与できるＴＭＲ：事前に作
った１番草サイレージ（チモシー）と
子実トウモロコシを飼料ミキサーで混
合調製し、コンビラップでラッピング

して保存する。サイレージ環境でトウ
モロコシを保管することは品質を維持
し、３ヵ月間保存できるほか、給餌ま
で屋外で保管できる（写真２）。
寺戸氏によると、牧草とトウモロコ
シのＴＭＲは開封すればそのまま給与
できるため、生産者ごとに栄養剤や添
加剤を加えることができる。また、同
センターは今後、成果物による試用も
実施していくとしている。

１面で紹介した「生乳暑熱対応推進
緊急対策」のうち「夏季受精卵活用奨
励事業」では、①和牛は対象外、②北
海道、東海などのブロックごとに「係
数」が定められている、③早めに受精
卵を確保してから事業に申し込むのが
望ましい、の３点に注意が必要となる。
②については、需要期に向けて春産
み初妊牛を確保していく必要がある
が、交雑種受精卵の方が入手しやすい
ため、同事業によって春産み初妊牛の
供給が減少する恐れがあることから、
各ブロックごとに「係数」を定めた。

「黒毛和種：ホルスタイン」の種付け
割合を定めており、ホルスタインを確
保する仕組みとなっている。なお、同
事業は必ずホルスタインの種付けを行
った上でなければ、交雑種の種付けを
行っても補助対象とはならないため注
意が必要だ。
「係数」は農協または１つの農場を
単位として計算しており、品種による
種付け比率が大きく変わらないよう、
ブロックごとの係数を基に求められる
回数を交雑種の種付け上限回数として
いる（表）。

ブロック 係数※
北海道 １
東北 ２
関東 ４
北陸 ５

ブロック 係数※
東海 １０
近畿 １０
中四国 １０

九州・沖縄 １０

酪農家への直接支払いを提言酪農家への直接支払いを提言
２５年度酪総研シンポジウム２５年度酪総研シンポジウム

酪総研シンポジウムでの北海道大学大学院 清水池義治氏の発表資料から

簡易なＴＭＲ調製技術を実証
密閉・ラップで屋外保存が可能に

生乳暑熱対応推進緊急対策の注意点
和牛は対象外、地域ごとに「係数」

写真１ 圧ペントウモロコシ 写真２ すぐに給与できる簡易なＴＭＲ

交雑種受精卵移植回数＝
生産者集団等のホルスタイン種の受精卵移植回数×ブロックごとの係数

写真１はこのフレコンバッグを密閉し、ラッピングする。
写真２は完成したＴＭＲのコンビラップ

※係数は、（一社）日本家畜人工授精師協会が公表する「乳用牛への黒毛和種の交配状況について」の
２５年７～９月期の黒毛和種の割合（速報値）を基に算出したもの。

農水省の資料から引用写真１・２ともに家畜改良センターの資料から

子実トウモロコシ１００％
牧草サイレージ９０％

ＴＤＮ ６１．０％
ＣＰ １２．６
ＮＦＣ ２３．３

ＴＤＮ ８６．０％
ＣＰ １１．７
ＮＦＣ ７０．５

子実トウモロコシ１０％
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長崎県農林技術開発センター畜産研
究部門は、子牛の育成方法の違いによ
る、育成期の発育や飼料摂取量、肥育
期の飼料摂取量や増体、枝肉成績に及
ぼす影響を試験した。

〈試験方法〉
試験は、同部門の子牛牛舎と肥育牛
舎で１９年３月～２１年５月に実施した。
県内で生産された黒毛和種去勢１２頭
（試験開始時９０日齢）を供試した。育
成前期に濃厚飼料を多給し、育成後期
に制限して粗飼料を多給する「試験区」
と、濃厚飼料を通常給与する「慣行区」
を設け、６頭ずつ（１代祖気高系４頭、
但馬系２頭）を各群に配置した。
９０～１７９日齢を育成前期、１８０～２６９日
齢までを育成後期、２７０～４２３日齢を肥
育前期、４２４日齢～出荷（２７ヵ月齢）ま
でを肥育中・後期とした。また、育成

前期から肥育前期までは単房、肥育中
・後期は２頭１群で飼養した。
育成期における給与設計は表１のと
おり。試験区で、育成前期（９０～１７９日
齢）の濃厚飼料は表の給与設計量を基
本として、採食状況により追加し、育
成後期（１８０～２６９日齢）の乾草は給与
設計量を基本として不断給餌とした。
肥育期の給与設計は両区で揃えた。
なお、２０ヵ月齢以降は牛の状態を見
ながら４週間ごとにビタミンＡ製剤を
１２．５万～２５万 IU経口投与した。

〈試験結果〉
育成前期に濃厚飼料を多く摂取さ

せ、後期に粗飼料の栄養摂取割合を高
めたことで、安定した増体を保ちなが
ら第一胃を発達させ、育成期の増体を
低下させなかった。また、粗飼料多給
の効果により、育成後期の腹囲が試験

区で拡大する傾向にあった。
肥育期の２０、２４、２５ヵ月齢の飼料摂
取量は、試験区が慣行区より多くなっ
た（表２）。また、肥育後期に試験区

の体重が有意に重く
なった。育成期に粗
飼料を多給すること
で肥育期に増体が大
きくなったのは、育
成期の粗飼料多給に
よる第１胃の発達に
伴い、肥育後期の濃
厚飼料摂取量が増加
し、体重の増加につ
ながったと考えられ

る。
枝肉成績は表３のとおり。両区の間
に有意な差は認められなかったが、試
験区の出荷体重が慣行区より５０㎏大き
くなった。飼料摂取量の増加により試
験区の飼料費が増加したが、枝肉重量
の増加により、販売額にそれ以上の差
が出た。
一方、今回の試験では、胸最長筋面
積と皮下脂肪の厚さへの影響は見られ
なかった。慣行区で運動器障害と出荷
時の輸送事故により、枝肉成績におい
て２頭を除外したが、事故の発生が無
ければ両区の枝肉評価に差が生じた可
能性があるとしている。

（公財）日本食肉流通センターは２
月４日、「食肉業界の販売動向につい
て（２６年２月報告）」を公表した。
今回は、２５年９月末から年末までの
食肉販売動向を中心に聞き取りを行っ
た結果を報告している。

【牛肉の販売動向】
和牛の年末の動きは良かったとする
報告が多かった。部位については、以
前は苦労していたサーロインが動いた
とする報告が多く見られた。スネ、ブ
リスケ、モモ、ネックなど低級部位の
動きは引き続き好調だったようだ。

交雑牛と乳去勢牛も強い引き合いが
続いたが、出荷頭数の減少と枝肉相場
の上昇から、多くの食肉事業者では販
売量が減少または横ばいとなってい
る。特に乳去勢牛の出荷頭数の減少が
大きく、諦めムードが広がり、注文が
少なくなっているとの報告もあった。
和経産牛と乳経産牛は、強い引き合
いで相場が上昇し、かつ頭数の確保が
難しいことから、今後の取り扱いに迷

う食肉事業者もある様子だ。
輸入牛肉の国際相場が高くなってい
ることから、新たな調達先を探す動き
が活発になっている。経産牛や乳去勢
牛などへの代替も考えられているが、
仕入れ価格と頭数確保の面で難しい状
況となっている。

【豚肉の販売動向】
国産豚肉の枝肉相場は年末に低下し
たが、それまでは高い水準で推移し
た。需給はタイトな状況が続き、荷の
引き合いは強かったという報告が多か
った。以前は荷動きの鈍かったロース
を含め、全部位の動きがよく、特にバ
ラの引き合いが強く、高い販売価格に

なった。
輸入豚肉では、１１月下旬にスペイン
でアフリカ豚熱が確認されたことか
ら、輸入停止となった。スペイン産は、
日本の冷凍豚肉の輸入量の約３割を占
め、ハム・ベーコン類では、日本にと
って最大の輸入先であったことから、
関係業界に激震が走った。現在、食肉
事業者は対応に追われている。
【食肉事業者の今後の見通し】
牛肉・豚肉ともに荷動きは良いとす
る報告が多かった中で、中国団体客の
来日自粛なども発生している。その影
響が「既に出ている」「今のところな
い」の２つの意見に分かれたが、いず
れの事業者も、中国人のインバウンド
は来日数が多いだけではなく客単価が
高いことから、大きな問題としている。農水省は２月２０日、J―クレジットの

方法論に、牛のゲップ由来のメタンガ
スを削減する「牛への飼料添加物を使
用した飼料の給餌」が新たに承認され
たと発表した。
J―クレジット制度とは、温室効果ガ
スの排出削減・吸収量を「クレジット」
として国が承認し、取引によって販売
収入が得られるもの。
今回追加された方法論は、温室効果
ガス削減の効果が認められた飼料添加

物（①カシューナッツ殻液②３―ニト
ロオキシプロパノールの２種）を添加
した飼料を給餌することで、牛の消化
管内でメタンガスを発生させる菌の働
きを抑制し、ゲップ由来のメタンガス
排出量を削減するもの。今後、この方
法論に基づく削減計画を登録し、実際
の削減活動を実施したうえで所定の審
査を受け、認証要件に適合しているこ
とが確認されると、削減量分のクレジ
ットの認証を受けることができる。

農畜産業振興機構は３月１１日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２６年１月分、概
算払い）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、交付が行わ

れる。肉専用種は３道県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は３万３６４．４円（前月は６万４８５２．２
円、確定値）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が大
幅に減少したほか、概算払いのため交
付金は減少している。交雑種は販売価
格の大幅減や素畜費の上昇があったも
のの、発動には至っていない。

表３ 枝肉成績

出荷
月齢

出荷
体重
（㎏）

枝肉
重量
（㎏）

BMS
No.

４・５等
級 率
（％）

胸最長筋
面積
（㎠）

ばらの
厚さ
（㎝）

皮下の
脂肪厚さ
（㎝）

試験区（n＝６） ２７．０ ８６７．３ ５５２．４ ８．５ １００．０ ６４．８ ９．１ ２．９

慣行区（n＝４） ２７．０ ８１７．０ ５２２．４ ９．５ １００．０ ６５．０ ９．０ ３．３

t-検定 n.s. † n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

差 ― ５０．３ ３０．０ １．０ ― ０．２ ０．１ ０．４

（参考）県平均 ２９．４ ― ５１３．６ ７．９ ８９．４ ６４．４ ８．４ ２．５
*†：p＜０．１０，n.s.：有意差なし 表は全て長崎県農林技術開発センターの資料を基に作成

表１ 育成期における１頭／日あたりの給与設計
（FM㎏/日）

試験
区分

育成前期 育成後期

給与飼料 日齢 ９０
～１０４

１０５
～１１９

１２０
～１３４

１３５
～１４９

１５０
～１６４

１６５
～１７９

１８０
～１９４

１９５
～２０９

２１０
～２２４

２２５
～２３９

２４０
～２５４

２５５
～２６９

月齢 ３．０ ３．５ ４．０ ４．５ ５．０ ５．５ ６．０ ６．５ ７．０ ７．５ ８．０ ８．５

試験区

人工乳 ３．０ １．０
育成用配合飼料 ２．６ ３．８ ４．５ ４．５ ４．３ ４．３ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０

イタリアンライグラス乾草 ０．８ １．１ １．２ １．３ １．９ ２．４ ３．０ ３．５ ３．５ ４．２ ４．３ ４．５
稲わら ０．１

慣行区

人工乳 ３．０ １．０
育成用配合飼料 ２．０ ３．５ ３．５ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．５ ４．５ ５．０ ５．０

イタリアンライグラス乾草 ０．８ １．５ １．５ ２．３ ２．５ ２．８ ３．０ ３．０ ３．０ ３．５ ３．５ ４．０
稲わら ０．５ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５

ＦＭ：現物

表２ 肥育期における１頭あたりの飼料摂取量

項目 処理

肥育前期
（n＝６）

肥育中～後期
（n＝３）

濃厚
飼料
（㎏）

粗飼料
（㎏）

小計
（㎏）

充足率
（％）

濃厚
飼料
（㎏）

粗飼料
（㎏）

小計
（㎏）

充足率
（％）

DM
試験区 ７６２．３ ６２１．３ １３８３．６ １１３．７ ３４０２．９ ５２３．９ ３９２６．８ １１３．５
慣行区 ７６１．３ ５６３．３ １３２４．６ １０８．９ ３２１３．３ ５０２．０ ３７１５．３ １０５．９
t-検定 n.s. n.s. n.s. n.s. † n.s. n.s. n.s.

TDN
試験区 ６３５．３ ３６９．７ １００５．０ １１７．９ ２８７５．１ ２１１．９ ３０８７．０ １１３．０
慣行区 ６３４．５ ３３４．１ ９６８．６ １１３．７ ２７１４．９ ２０３．１ ２９１８．０ １０５．２
t-検定 n.s. n.s. n.s. n.s. † n.s. n.s. †

CP
試験区 １３０．７ ６５．３ １９６．１ １３７．７ ４８５．６ ２６．４ ５１２．０ １４８．２
慣行区 １３０．６ ５８．９ １８９．５ １３３．１ ４５８．８ ２５．３ ４８４．１ １３８．２
t-検定 n.s. n.s. n.s. n.s. † n.s. n.s. †

*：p＜０．０５，†：p＜０．１０，n.s.：有意差なし
DM：乾物率，TDN：可消化養分総量，CP：粗タンパク質

育成後期の粗飼料多給で第一胃発達
黒毛去勢 枝肉重量が増加傾向

交雑・乳去勢や経産牛で強い引き合い交雑・乳去勢や経産牛で強い引き合い
食肉業界の販売動向 日本食肉流通センター

牛のメタンガス減らす飼料添加物を追加
農業分野J-クレジット方法論拡大

乳用種と肉用種で発動
牛マルキン１月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

総務省が２月に公表した２５年の「家
計調査報告」で、１世帯当たり（２人
以上）の牛肉購入数量は全国平均で
５４０１ｇと、前年の５５２９ｇより２．３％減少
した。物価高が続き、高級食材のイメ
ージがある牛肉の消費に影響が出てい
るとみられる。
本データを元に、（公財）日本食肉
流通センターが「２５年牛肉番付表」を
作成した（表）。１世帯当たりの牛肉購
入数量を、県庁所在地及び政令指定都
市５２都市でランキング付けしたもの。
この順位を東西に分けると（愛知、
岐阜、石川県以東を東日本とする）、

昨年同様、西日本の都市が上位をほぼ
独占している。なかでも関西地区が上
位に連なり、第１位の京都市は、５２位
の３倍以上の購入数量となっている。
東西日本では、食文化に違いがあり、
明治時代から牛肉が食されるようにな
ってきたが、当時は肉牛が足らず農耕
用の牛も食されるようになってきた。
農耕用の牛は西日本に多く、東日本は
馬が多かったので、西日本の方が牛肉
を多く食べるようになったとされる。
一方、豚肉購入数量については、逆
に東日本が上位を占めており、第１位
は新潟市の２万７０９２ｇとなった。

Ｆ₁・和牛は強も
ちあいも、イラ
ン情勢が懸念

イランの情勢が深刻な状況で、石油
等の物価上昇による消費停滞が懸念さ
れる。戦々恐々とした状況が一刻も早
く終結することを願う。
【乳去勢】２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２９０円（前年同月比１１６％）
となり、前月より５６円上がった。
３月に入ると、Ｂ２で１３００円を超え
る動きとなっている。しかし、頭数は
前年並みに戻る予測なので、弱もちあ
いでの推移となりそう。
【Ｆ₁去勢】２月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１６９７円（同１０４％）、Ｂ３が１６１９円
（同１０６％）、Ｂ２が１５２７円（同１１１％）
だった。前月に比べ、Ｂ４が２７円、Ｂ

３が３２円、Ｂ２が５２円、それぞれ上昇
した。
３月に入ると、Ｂ３で１６５０円前後と、
強もちあいの推移となっている。
【和去勢】２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２５６１円（同１００％）、Ａ４が２３４１円（同
１０２％）、Ａ３が２１９７円（同１０４％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が８７円、Ａ４が
１１１円、Ａ３も８９円、それぞれ上昇した。
３月になると、Ａ４で２４００円台後半
での動きで、頭数は減少傾向にあり、
強もちあいの推移か。
【出荷頭数】３月の出荷頭数は、和
牛４万２６００頭（同９７％）、交雑種２万
１４００頭（同１０３％）、乳用種２万４１００頭
（同１０１％）と、和牛がやや減少する見
込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は３月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万

２００ｔ（同９８％）と予測。内訳は、冷蔵
品１万３０００ｔ（同９８％）、冷凍品が１
万７２００ｔ（同９８％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２００
～１３００円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００
円、同Ｂ３も１６００～１７００円、同Ｂ２が
１５００～１６００円、和牛去勢Ａ５が２６００～
２７００円、Ａ４が２４００～２５００円、同Ａ３が
２３００～２４００円での推移か。

これから需要期
に向かい、ゆっ
たりと上昇か

２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６０３円（前年同月比
９７％）、中物は５７２円（同９６％）となっ
た。前月に比べ上物が４２円、中物は３６
円共に上がった。
３月に入ると、上物で６５０円前後の動
きで、これから春の需要期に向かいゆ
るやかな上昇となっていく見込み。
出荷頭数はやや増加傾向にあるので
大幅な上昇はないが、４月に入れば春

の行楽シーズンもあ
り、相場は活発な上
昇が見込まれる。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
３月は１４０万頭（前年
同月比１０３％）と、や
や増加する予測とな
っている。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、３月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で７万４２００ｔ（同

１１３％）と、大きく増加する見込み。内
訳は、冷蔵品３万２９００ｔ（同９８％）、冷凍
品４万１３００ｔ（同１２７％）。冷凍品は、
ブラジル・米国等の増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、出荷頭数や輸入量が
増加傾向だが、これから需要期に向か
い、相場はゆったりとした上昇が見込
まれる。上物が６００～７００円、中物は５５０
～６５０円での推移か。

乳・Ｆ₁スモール
共、強含みの状
況が続くか

【スモール】２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万３８９４円（前年同
月比１９９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１７万３０１６
円（同１０９％）で、前月に比べ、乳雄は
２万４４２６円、Ｆ₁も３万５０６２円共に急騰
した。
乳雄は、頭数増加は見込めず、今後
も強含みか。Ｆ₁もバラツキがあるが、
頭数減もあり、傾向として上がり基調
となってくるか。
【乳素牛】２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

２３万１４００円（同１１８％）、Ｆ₁去勢は４９万
２６４７円（同１２１％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万９５１５円、Ｆ₁去勢は１万
８１５５円共に上昇した。
乳・Ｆ₁去勢共に、相場が上昇する時
期に向かい、しばらくは強含みが予想
される。
【和子牛】２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８６万１７９７円（同１３１％）で、前月より３
万８４９９円の急騰となった（２面参照）。
今後も頭数減少は避けられない状況
にあり、枝肉相場の動きがやや上向い
てきたこともあり、子牛価格は強含み
が続きそう。
※なお、今回の子牛取引状況は、山
形・大分県のデータは未記入となって
いる。

２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４６３ ３１４ ２９９ ２９１ ２２８，８０７ ２５２，１２８ ７６５ ８６６
Ｆ１去 １，５２５ １，６７６ ３３６ ３４１ ４７８，９１７ ５０６，４３７ １，４２５ １，４８５
和去 ２，１３５ ２，１４９ ３４１ ３４４ ８３６，４８８ ８２８，７２３ ２，４５３ ２，４０９

東 北
乳去 １ － ２３０ － ９１，３００ － ３９７ －
Ｆ１去 １ ２ ２９４ ２９３ １７７，１００ ２４７，５００ ６０２ ８４５
和去 １，９８５ ２，０５８ ３３０ ３２３ ８４３，１４２ ７９５，８９１ ２，５５９ ２，４６３

関 東
乳去 ６９ ２６ ２６１ ３０６ ２５６，３１６ ２５４，８１９ ９８２ ８３４
Ｆ１去 ７５ ７９ ３４９ ３５０ ４６０，９８８ ４８１，７３０ １，３２１ １，３７７
和去 ９１９ ７８１ ３２８ ３３４ ８５０，０３０ ８３５，５８３ ２，５９１ ２，５０１

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ９３ － ３０３ － ７６６，５４６ － ２，５２８ －

東 海
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 ５４ ５６ ３３６ ２４１ ５０５，５３１ ５２６，０３６ １，５０５ ２，１８３
和去 ２１１ ３７３ ２８０ ２９０ ８４０，５３０ ８６５，５８８ ３，００３ ２，９８３

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ３５０ ３４２ ２６２ ２６５１，０６１，１４８１，１１７，４３３ ４，０５１ ４，２０９

中 四 国
乳去 ３１ ２５ ３１３ ３３６ ２１９，１８４ ２３１，６１６ ６９９ ６８９
Ｆ１去 １６７ １９６ ３３１ ３４４ ５２０，８０１ ５０４，９１７ １，５７３ １，４６８
和去 ４０７ ７６９ ３１２ ３１１ ８２７，２０８ ８０８，８１３ ２，６５４ ２，５９８

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 ２３１ ２９６ ３２５ ３３２ ５７１，５６７ ５４６，０７２ １，７５７ １，６４３
和去 ６，４５９ ９，４９０ ９２２ ３０５ ８７１，０１４ ８１５，９７１ ９４５ ２，６７３

全 国
乳去 ５６４ ３６５ ２９５ ２９５ ２３１，４００ ２５０，９１５ ７８４ ８５１
Ｆ１去 ２，０５３ ２，３０５ ３３５ ３４０ ４９２，６４７ ５１０，８０２ １，４７１ １，５０２
和去 １２，５５９ １５，９６４ ３１６ ３１３ ８６１，７９７ ８２３，２９８ ２，７２７ ２，６３０

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

牛肉購入量は２５年も西日本に軍配
西日本の牛肉文化は明治時代から
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畜産物需給見通し


